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ぽくら、ホテルに泊まらなくっちゃいけないんだ。だから100ドルは使えないよ」
ぼくはそう答えて、情報屋さんと別れた。
「ネス、わたしが暑い暑いって言ったから、気をつかってくれたの?わたしなら、平気よ」
そう心配そうに言うポーラに、ぼくは首を振った。
「クラーケンと戦って疲れているんだ。情報よりも健康だよ」円
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強敵を倒してようやくホッとひと息ついたぼくらは、博士の言ってたレバーを探し、急い
でオフにした。隣の部屋で、ガコンガコンとカプセルの解除される音がする。隣の部屋にも
どると、捕われていた人たちは全員無事カプセルの外に出て、笑顔を見せていた。
「キミたち、助かったよ。ありがとう」
博士が、ぼくらの手をとってお礼を言う。博士はこれから、アップルキッドといっしよに
サターンバレーに行って、スペーストンネルという空間移動マシンを作るつもりらしい。ど
せいさんたちの科学技術は、相当なものなんだそうだ。
「あ、そうだ。アップルキッド、ちょっと待って!」
はくは、博士たちといっしょに帰ろうとしたアップルキッドを呼び止め、本の話をした。

